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研究成果の概要（和文）：　全ての年度においてキエフのみならず、ドネツク、ハルキウ、ドニプロ、クリミア
などで調査を行い、地域の視点から動乱を研究した。ICCEES, ASEEESなど国際学会でウクライナ動乱についての
パネルを組織し、さらに業績をDemokratizatsiya, Russian Politicsなど欧米査読誌・諸媒体に発表した。委託
研究でウクライナ・エリートの伝記を収集。研究開始時の課題のうち、ヤヌコヴィチ体制の急激な崩壊理由、内
戦の経過、クリミアタタールの動向、新旧非承認国家の比較、残部ウクライナの内政については相当の成果を上
げた。やや不十分だったのは、ソ連の民族連邦制に対する批判言説の分析である。

研究成果の概要（英文）： Every year we conducted fieldwork in Donetsk, Kharkiv, Dnipro, Crimea, and 
other regions and studied Ukraine's turmoil from regional perspective. We organized panels at 
ICCEES, ASEEES, and other international conferences and published research results in 
Demokratizatsiya, Russian Politics, and other international journals, as well as domestic media. We 
collected biographical data of Ukraine's regional and national leaders. Among the six research 
purposes we set at the beginning of this project, we have achieved sufficient research results 
concerning the reasons for the abrupt collapse of Yanukovych’s regime, concrete process of the 
civil war, the issue of Crimean Tatars, comparison of old and new unrecognized states, and domestic 
politics in the remaining Ukraine. We worked weaker in regard to critical discourse around the 
Soviet ethnoterritorial policy.

研究分野： 政治学
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１．研究開始当初の背景 

 2013 年秋から始まったウクライナにおけ
る動乱は世界の関心を引いたが、当初、親Ｅ
Ｕ・ＮＡＴＯ勢力と親露勢力の対抗という地
政学的な側面のみが注目された。ウクライナ
の国土の一定部分が危険地帯となったり、政
治的な理由から渡航自粛地域となったりし
たため、現地調査や世論調査が行いにくくな
り、その分だけ研究がイデオロギー化する恐
れもあった。本研究は、ウクライナ動乱が持
つ多面的な学術的含意に注目し、現地調査・
実証主義を掲げた。 

 

２．研究の目的 

クリミアのロシアへの編入および東南ウ
クライナでの内戦という事態を、次の 6 つ
の問いから分析することをめざした。①ウ
クライナ政治においてはパトロン・クライ
エント関係がロシアやベラルーシ以上に浸
透し堅固であるとみられていた。それがな
ぜキエフでもドネツクでも民衆反乱に直面
して瓦解したのか。②いわゆる親露派は、
ソ連時代に確立された民族識別方法を批判
している。これは近年の露・中で噴出する
民族領域連邦制批判に連動するのか。③ロ
シアに編入されたクリミアのタタールとイ
スラームはどう生存戦略を練るのか。④国
際社会は、カラバフなど 1990 年代の非承認
国家とは桁違いの人口と面積を持った新た
な非承認国家・地域の出現に対応できるだ
ろうか。⑤内戦の実態と諸外国の関与はい
かなるものだったのか。⑥工業拠点である
東部ウクライナ 2 州を失った残部ウクライ
ナはいかなる生存戦略を練り、トラウマを
どう克服するのか。 

 

３．研究の方法 

 毎年度 2 回の研究会・研究打ち合わせ会議
を行った。クリミア、ドネツク、ハルキウ、
ドニプロなどの諸州・諸都市で現地調査を行
った。藤森と松里は、人民共和国支配地域に
も入った。ウクライナのリージョン・中央の
エリートにつき伝記調査を委託で行った。毎
年度、国際学会でパネルを組織し、国際的な
査読誌に研究成果を発表した。 

 

４．研究成果 

 6 つの研究目的のうち、特に成果が上がっ
たのは、①③④⑤であった。①と⑥について
大串、松里が、③について長縄と松里が、④
に関して、1990 年代に発生した非承認国家と
の比較、両人民共和国に対する援助が旧非承
認国家に対するロシアの政策にどう影響す
るかについて廣瀬と藤森が、⑤については松
里が一連の業績を発表した。⑥に関連する諸
問題のうち、残部ウクライナの改革について
は時間を割くことができなかったが、これが
一部の欧米の研究者の人気トピックとなっ
たため、我々がやるまでもないとも言える。
②はほぼ手付かずであったが、人民共和国側

の政治言説については、松里がフォローして
いる。 
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